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医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長

　副
作
用
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

　寝
た
き
り
で
入
院

し
て
い
る
高
齢
者
の
中
に

は
、
月
に
５
、
６
万
円
の

紙
お
む
つ
代
を
払
い
、
生

活
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
紙
お
む
つ
代
の
補
助

を
。

福
祉
部
長

　在
宅
者
を
対

象
に
し
て
お
り
、
今
の
と

こ
ろ
行
う
考
え
は
な
い
。

議
員

　火
災
で
の
死
者
の

９
割
は
住
宅
火
災
。
火
災

報
知
器
の
普
及
対
策
は
。

消
防
長

　７
月
下
旬
の
総

務
省
統
計
局
の
普
及
率
調

査
結
果
を
見
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

入
院
者
に
も
紙
お
む
つ

の
補
助
を

火
災
警
報
器
の
普
及
を

議
員

　①
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
症
者
数
は
５
月

17
日
の
74
人
を
ピ
ー
ク
に

下
が
り
、
感
染
規
模
は
縮

小
し
た
が
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
第
２
波
の
流
行
に

備
え
る
必
要
が
あ
る
。
対

策
の
現
状
は
。
②
タ
ミ
フ

ル
、
リ
レ
ン
ザ
な
ど
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
の
備
蓄
は
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長

　①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
戸
田
市
に
感
染

予
防
、
相
談
窓
口
の
情
報

を
掲
載
。
庁
舎
出
入
口
に

消
毒
液
を
設
置
し
、
職
員

に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

研
修
会
を
開
催
。
②
感
染

が
広
が
っ
て
か
ら
、
政
府

が
統
制
し
て

お
り
、
購
入
が

で
き
ず
一
般

診
療
分
し
か

な
い
。

議
員

　新
型

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
を
子
ど
も

た
ち
に
集
団

接
種
し
て
は
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
対
策

　
充
実

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
対
策
の
充
実
を

望
月

　
久
晴  
議
員

「
相
談
窓
口
情
報
の
啓
発
、
研
修
会
を
開
催
」

▲ 6月 15 日、美女木小学校で民謡教室などが開かれました。館内は迫力ある
歌声と音色に包まれ、子どもたちは新鮮な体験だったのではないでしょうか。

▲しっかりと手を洗いましょう (喜沢小学校にて )

　議員は、毎年3月、6月、9
月、12月に開く定例市議会で、
市政全般に対する質問をするこ
とができます。これを「一般質
問」といいます。 
　今定例会では6月9日から3
日間、17人の議員が一般質問
を一問一答方式で行いました。
　ここに掲げたのは、その質問・
答弁の大要です。 
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討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを「討論」と言います。

こ
の
改
正
の
中
身
に
は
、

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲

渡
益
課
税
の
10
％
の
減
税

期
間
の
延
長
、
配
当
所
得

基
準
を
な
く
す
と
い
う
内

容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
率
減
税
の
全
廃
、
大

企
業
も
賃
下
げ
や
派
遣
切

り
な
ど
の
「
首
切
り
」
で
、

国
民
に
負
担
ば
か
り
強
い

る
一
方
で
、
今
後
も
大
資

産
家
優
遇
税
制
は
継
続

し
、
そ
の
上
、
配
当
所
得

の
基
準
ま
で
な
く
す
と
い

日
本
共
産
党

本
田

　
　哲 

議
員

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
戸
田

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

日
本
共
産
党

望
月

　久
晴 

議
員

学
級
編
成
を
少

人
数
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
教
師
の

目
が
一
人
一
人
の

子
ど
も
に
行
き
届

き
、
学
力
向
上
や
い

じ
め
、
不
登
校
防
止

に
も
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
報
告
案
件
と
請
願
に
対

し
て
２
人
の
議
員
が
討
論 

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

賛成 

賛成 

意見書を提出 意見書を提出 
　議員提出 2 件、委員会提出 1
件は、いずれも全会一致で可決
し、関係機関に送付しました。

○国直轄事業負担金に係る意見書
　公共事業に係る国直轄事業の負担金のあり方については、地
方の声に重きを置き、速やかな直轄事業制度の見直しを行う
よう要請するものです。

○市議会議員年金制度の安定的運営の確保に関する決議
　将来にわたり安定的な年金給付が可能となるよう、合併特例
法の規定に基づく激変緩和措置を強化するなど、市議会議員
年金制度の安定的運営の確保に向けた適切な措置を講じるよ
う求める決議です。

○出産育児一時金の支給期間の延長を求める意見書
　本年10月から平成23年 3月末までとしている出産育児一
時金の引き上げ期間の延長を要望するものです。

衆 議 院 議 長 様 

参 議 院 議 長 様 

内閣総理大臣 様 

総 務 大 臣 様  

法 務 大 臣 様 

金融担当大臣様 
   ・ 
   ・ 

本
市
で
は
少
人
数
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一

部
の
教
科
だ
け
で
あ
り
、

効
果
は
限
定
的
で
す
。

市
費
教
員
の
労
働
条
件

を
県
費
職
員
並
み
に
改
善

す
れ
ば
、
市
費
教
員
の
増

員
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。

少
人
数
学
級
の
推
進
に
県

下
一
の
財
政
力
を
生
か
す

べ
き
こ
と
を
申
し
上
げ
、

本
請
願
の
採
択
に
賛
成
し

ま
す
。

議員が夏祭りや盆踊り等で寄附をす
ること。

贈らない

有権者や町会等各種団体が議員に寄
附を要求すること。

求めない

議員が寄附を持ってきても有権者や
町会等各種団体は受け取らないこと。

受取らない

戸
田
市
議
会 

  

議
員
一
同
（
議
席
順
） 

 

議

　長

熊

　木

　照

　明

副
議
長

斎

　藤

　直

　子

議

　員

鈴

　木

　麗

　子

冨

　岡

　節

　子

召

　田

　
　
　厚

平

　野

　
　
　進

菅

　原

　文

　仁

酒

　井

　郁

　郎

岡

　嵜

　郁

　子

花

　井

　伸

　子

手

　塚

　静

　枝

三

　浦

　芳

　一

馬

　場

　栄
一
郎

榎

　本

　守

　明

遠

　藤

　英

　樹

細

　井

　幸

　雄

本

　田

　
　
　哲

望

　月

　久

　晴

中
名
生

　
　
　隆

神

　谷

　雄

　三

高

　橋

　秀

　樹

栗

　原

　隆

　司

石

　井

　民

　雄

伊

　東

　秀

　浩

山

　崎

　雅

　俊

秋

　元

　良

　夫

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
進

め
る
た
め
の
小
学
校
３
年

生
で
35
人
学
級
実
現
へ
の

請
願

大
資
産
家
優
遇
税
制
は
認

め
ら
れ
な
い

県
下
一
の
財
政
力
を

少
人
数
学
級
に

う
よ
う
な「
逆
立
ち
税
制
」

は
到
底
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

議員提出議案

委員会提出議案

▲

楽
し
く
英
語
を
勉
強
中
！


